
詩
経
の
侍
承
に
つ
い
て
の
考
察

五

勢

進

本
稿
は
、

の
傍
承
・
保
存
の
経
治
に
関
し
て
、

の
考
察
を
加
え
ん
と
す
る
、
も
の
で
あ
る
。

の
諮
儲
仰
の
体
承
・
保
存
に
就
い
て
は
、
そ
の
起
源
と
も
べ
お
う
べ
き
采
詩
や
縞
討
の
問
泌
や
、
孔
子
の
側
詩
・
不
倒
詩
の
問
題
、
或
い

は
漢
代
及
び
其
れ
以
後
の
絞
山
県
化
の
時
期
に
関
将
し
て
、
毛
俸
の
成
立
の
問
題
や
、
請
わ
ゆ
る
一
ニ
家
詩
の
問
題
等
、
考
察
す
べ
き
幾
多
の
諸
棋

を
含
有
し
て
居
る
が
、
本
稿
に
於
い
て
は
紙
一
怖
の
関
係
か
ら
、
一
腹
次
の
如
、
き
四
つ
の
時
期
に
分
っ
て
、
私
見
を
論
述
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

ω
釆
詩
・
編
…
訂
の
時
期

ω一
潟
わ
ゆ
る
将
軍
取
慈
の
時
期

儒

家

に

絞

山

内

化

の

時

期
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(3) 

つ
れ
寸
羽

r
u
H
H
H

・1
チ

(4) 

(1) 

釆
持
及
び
縞
訂
の
時
期

を
壮
一
、
笥
そ
こ
、
す
4

4
4
1
4
1
'
1
1
3
J
A
4
i

、心、，
ty

制
皮
が
存
し
て
い
ム

の
食
貨
志
や
畿
文
十
一
山
、
或
い
立
公
竿
俸
の
玄
公
十
五
年
の
篠
に
付
せ
ら
れ
た
何
休
の
注
な
ど
に
依
っ
て
、

わ
れ
て
い
る
c

し
か
し
そ
れ
を
現
一
認
し

凡
て
漠
代
の
も
の
で

L

あ
り
、
先
秦
の
呉

の
問
題
に
関
し
て
は
、

此
の

し
て
、
次
の
一

7
9
3
 

プ

C
「ノ一斗点、

J

d

一
l
y

、}

l~ 

る
次
の

点

γ也
、

百
ν
王
以
下
各
有
町
一
父
兄
子
弟
一

エ
一
諮
ニ
議
(
一
誠
一
大
夫
規
γ

詩、

土
停
乙
一
一
一
口
、
廃
人
誘
、
一
滞
旗
手
γ

市、



否
工
献
v
襲
。
故
一
麦
設
回
目
、
議
人
以
ニ
木
鐸
ゐ
一
ニ
於
路
「
宮
部
格
説
、
エ
執
二
議
事
一
以
談
。

地
の
一
は
、
雄
記
限
に
見
え
る
次
の
記
載
で
あ
る
、

天
子
五
年
一
巡
守
、
放
二
月
来
巡
守
、
:
:
:
命
二
太
部
一
捺
γ

詩
以
一
説
ニ
民
民
↓

右
の
如
く
、
共
に
釆
抗
日
刊
に
つ
い
て
の
直
接
の
記
載
は
え
門
つ
れ
な
い
が
、
特
に
前
者
乙
於
い
て
、
二
治
人
以
木
鐸
約
一
於
路
」
に
先
立
つ

注
目
す
る
必
要
か
有
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
釆
詩
乃
五
は
釆
詩
之
官
と
い
う
語
句
は
克
え
な
い
、
が
、
一
ー
自
王
以
下
各
有
父
兄
子
弟
:
:
:
一
磁
旗

の
一
段
に
は
、
蛍
然
、
そ
れ
に
綴
く
一
.
故
夏
皆
吉
田
:
・
:
」
と
の
、
上
一
?
の
文
義
の
績
き
具
合
い
か
ら
、
そ
こ
に
釆
詩
的
な
こ

と
が
後
怒
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
関
語
・
周
一
日
間
上
に
は
、
に
野
y

噂
す
る
召
公
の

つ

台

。

故
天
子
鶏
γ
政
、
使
て
公
御
一
会
J
L
r
列

土

一

啓

蹴

γ
炎
、
史
献
v
謹
問
、
部
簸
、
援
成
、
穣
議
、
一
自
工
談
、
庭
人
俸
v
語
、
近
毘
登
謀
、
親

し
て
、
次
の
如
き
記
載
が
見
え
る
、

戚
補
紫
、
移
史
教
務
、
者
支
俺
v
之、

作
っ
て
い
る
の
し
か
ら
ば
、
柴
山
の

で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
先
の

の

一
と
、
比
の
関
諾
所
載
の
「

い
M
伸
げ
;
一
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」
れ
は
、
先
の
左
俸
と
肉
類
の

で
あ
る
が
、
比
の

同
額
し
て
、

:..}-

‘。、

築
地
〈
也
」
と
注
し
、

一
本
に
ほ
典
を
曲
に

を
比

較
す
る
と
、
稿
者
は
稗
が
詩
を
自
作
す
る
の
で
は
な
く
、
替
が

，-
1、問、

る
と
一
志
向
う
意
味
に
な
る
で
あ
ろ
う
ひ
す
な

わ
ち
、
公
卿
や
列
士
の
献
じ

の
も
と
二
牧
集
さ
れ
た
詩
歌
は
、

柴
山
《
・
楽
曲
に

て
編
的
さ
れ
た
の
で
あ
ゐ
う
ひ

十
ι-m

thv毛

に
制
到
す

て
い
た

こ
と
が
祭
せ
ら
れ
る
。
彼
等
の
も
と
に
、

或
い
は
公
卿

ヲ
被
集
・
按
採
さ
れ
た
詩
歌
は
、
と

?
っ
み
J

K
之
接
ウ
之
、
一
円
し
伝
作
吊
t
-
f
h
j
r
μ
V
炉
へ
1
二
れ
火
元
う
そ
し
け
り
ん
p

いい

'7い'

f
G
1
2
レ5
4
4
5

一…ィ一

L-

二
ノ
ス
ノ
ポ
牛
ノ

f
U

羽
八
日
ユ
ど
中
止
μ

ノ
円
v
z
z
z
'
J
J
F
V
2
7
h

か
さ
れ
つ
つ
、
紋

。〉

る

F~
ぃM
Mパ

1

ノ、

子
-
a
fペ
U
3

v
L
ハノ
M
P
ぃ
入
。

'
j
f
u
x
j
v〆

、ノ

3
L

，s
h
e
J叫

L

ま
た
は
類

似
0) 

随
蕗
に
凡
山
山
さ
れ
、

そ
れ
は
ま
た

ヴマの

て
い
ザ
心

1J'¥ 

来
る
と
い
う

1コ

。コ

こ
と
に
な
る
(

る

三
、

、14i'
除
、
F

J
Y
ム

J
ム

七、

ら

ょ
っ
可



能
な
も
の
と
な
る
わ
け
で
あ
る
〉
。
此
の
如
き
意
味
に
於
い
て
、

そ
の

に
輿
え
た
一
意
義
を
認
め
た
い
と
思
う
c

え
h

て、

に
附
附
す
る
襟
代
の
資
料
の
内
、

。〉

ニ守れ、

釆
ν
詩
、
駅
一
之
太
郎
一

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
こ
れ

釆
詩
の
目
的
が

の
集
牧
で
は
な
く
、
柴
胞
を
得
る
こ
も
乙
で
あ
る
こ
と
が
一
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
の

f

」、
r

、ゾ。

戸

l
i
1
U

加

/
a

の
記
載
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
詩

〉
氾
段
も
可
菜
で
ち
り
、
ん
阪
府
投
さ
一
工

r
L

二

}

d

i噌

9
l
y
-
-
J
d
q
h
骨

、

/

し

V

J

q

A

d

e

e

r

、

4
一
』
〆
列

コ
コ
h
へいヤ
r

h

人
3
4
2

1r吟
之
露
出
?
・
必
勝
出
カ

二
期
に
於
い
て
は

の
要
素
を
有
し
つ
つ
も
、
そ
こ
に
は
む
し
ろ
娯
楽
と
し
て
の
要
素
が
よ
り
多
く
存

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
後
に
、
前
漢
の
武
一
帝
の
時
代
に
、
楽
府
が
設
け
ら
れ
た
と
一
一
一
一
日
う
。
そ
の
こ
と
を
記
し

し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と

に
は
、

立
日
…
柴
府
一
釆
v
詩
夜
柄
、
有
一
一
越
・
代
・
泰
・

以
ニ
李
延
年
一
筋
二
協
律
都
射
4

の
後
に
附
し
た
何
休
ハ
後
渡
米
の
入
、

H
N
U
J
H

∞∞

p
u・
〉
の
注
で
は
、

く47) 

と
の
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
諮
わ
ゆ
る
「
稲
察
其
政
」
な
ど
と
は
、
全
く
ぶ
さ
れ
て
は
加
な
い
。
し
か
る
に
、
公
羊
俸
の
笠
公
十
五
年

官
衣
w

一人良之一

郷
移
ニ
於
邑
一
移
民
一
色
於
関
(
騒
以
閉
山
一
於
天
子
↓
故
王
者
不
v
出
v

と
の
み

闘
し
て
は
全
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
む

びラ

に
つ
い
て
は

0) 

何
休
は
、
毛
俸
に
更
に
漉

教
的
刻
一
M
M
注
剥
仰
を
付
し
た
鄭
玄
(
後
港
一
末
、
む
ず
ら
0
0

〉
・
り
・
〉
と
ほ
ぼ
向
時
代
の
人
で
あ
り
、
誌
の
あ
た
り
を
境
と
し
て
、
釆
誌
の
一
意
義
に
於
い

r
d
」

J
h
v

、

つ
の
大
き
な
終
期
が
有
っ
た
の
で
は

し、

lJ" 

の
で
z
あ
る
c

さ
て
、
以

、でV

、、司

て
-
来
、
た
お
く
、

} 

、、一

二
口

、 宇

弓、司F

っ
て
一
定
の
形
式
と
表
現
が
知
輿
さ
れ
、

編
曲
さ
れ

ま
た
、

(
磁
器

に
依
り
訟
じ
ら
れ

よ
ワ
倍
性
的
な
詩
第
、

そ
れ
に
主
と
し
て



第
一

級
に
比
絞
的
近
い

所
牧
の
詩
篇
よ
り
、
可
成
ワ
自
由
な
形
態
を
有
つ
も
の
も
あ
り
、
ま
た
内
容
的
に
も

現
存
の
務
艇
が
、
十
は
来
「
取
v
可
v
施
ニ
於
綾
義
一
」

よ
り
成
る
宗
務
祭
犯
の
楽
曲
、
す
な
わ

b
H
頭
υ

の
詩
篇
が
加
わ
り
、
そ
の
全
毅
三
五
っ
て
楽
官
に
よ
る
整
理
が
行
わ
れ
、
現
在
の

炉
問
訂
さ
れ
て
行
つ
・
に
と
忠
わ
れ
る
c

一
方
、
そ
の
集
牧
・
矯
}
訂
二
譲
れ
た
詩
議
、
語
わ
ゆ
る
逸
詩
の
内
二
三
、
詩
経

二
[
え
て
J

b

)

い
も
の
、
が
多
く
、
能
方
、

ー
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
誇
わ
ゆ
る
淫
詩
が
「
内
に
含
ま
れ
て
い
る
の

は
、
詩
集
の
綴
}
訂
が
、

よ

-
娯
築
の
た
め
の

強
か
っ
た
こ
と
を
、

せ
る
の
で
ゑ
7
9
0

以

Jニ

の
采
詩
・
続
訂
と
い
う
、
誇
わ
ば
詩
経
の
簿
承
・
保
存
の
第
一
歩
の
時
期
を
、
話
局
末
と
見
た
い
と
思
う
。
そ
れ
ば
、

J

次
の

ω

の
記
悲
し
ふ
り
始
ま
る
春
一
私
の
、
そ
の
年
の
左
俸
に
於
い
て
、
誌
に
大
雄
・

(
U
1
M山

N
}
h
Y
0・
)

に
於
い
て
考
察
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

銃
酔
筋
を
、
詩
わ
ゆ
る
踏
認
取
畿
の
裂
で
引
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

行
わ
れ
る
か
ら
に
は
、

そ
れ
に
先
立
つ
一
定
時
期
に
、

持
続
の
文
句
が

可
成
り
人
口
に
路
炎
し
て
い
た
符
で
あ
る
。

か
く
し
イ

ノニ~、

賠
章
取
義
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

可7
ζ才、

Tこ

古:0大

明t
fr= 
V 1，-1.0:1 

訴与

約

十工
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ぐ

1
1
h
t
ユ
p

色

村
戸
岳
民
一
刻

以
熔

d

一
申
伯

い
、
ま
た
一
同
じ
く
大
級
・
沼
氏
続
に
、

0

0

 

，
I
士
斗
4

戸
r

r

H
ね

ーコに

JHμ
ト
ド
三
首

h
誌弘
Y

門

H
H

之、
J
r
i
~

京
古
川
さ
が
昨
日

十~
IU 

3うく
?妥

と
う
た
わ
れ
て
い
る
此
の

./-
U二コ

、
沼
周
末
の

の
時
代
ハ
∞
さ
戸
(γ
ご
ろ
〉

の
人
で
ふ
の
る
。

然
ら
ば
少
く
と
も
そ
れ
以

後
、
そ
し
て

H

森
秩
υ

よ
り
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
で

(2) 

舟
司
d

、ノ

h
M

一
円
以
川
よ

A
h
k〆

つ
守
部

F

L

H
れ
い

J
Iフ

rdt
ヨ
リ
ん
け
リ
三
¥
ノ
、

叶
月
期
比
三
月
A
4
1
U伊

溺
わ
ゆ
る
蒜
秩
時
代
に
な
る
と
、

0) 

列
問
問
の

〉

7
U

、

そ
オ

列
灘
間
の
外
交
交
渉

戸」に、

詩
篇
が
引
用
さ
れ

に
な
る

『

F

、ノ
1
1
5
0
;
1
J
‘
I
J
a

弘司，、、

Z
、
グ
つ
h

，ザババ
A

ノパ
V
J
n

宅}

豆、，ー

は
な
く
、

り

。〉

了
一
一
旬
を
と
っ
て
、
説
(
の

い
γ

ハ
γ
乙
い
う
べ

司 臨 時 ぺ
ず、

、-

此
の

f立



る
持
続
の
引
用
は
、
前
述
の
如
く
就
に
在
侍
の

て
い
る
じ
左
俸
の
引
詩
法
が
、
す
べ
て
此
の
方
法

に
依
る
も
の
で
は
な
い
が
、
此
の
方
法
を
版
々
令
み
な
が
ら
、
京
公
一
七
年
会
毘
回
・
の
・
〕
に
浸
る
左
停
の
記
事
に
、
詩
経
の
詩
篇
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
十
鈴
館
側
の
川
叫
ん
仔
詩
絞
に
見
え
な
い
詩
続
(
法
山
内
〉
の
也
、
殆
ん
ど
は
現
存
の
も
の
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

際
に
持
続
の
こ
と
ば
を
引
用
す
る
も
の
と
、

ハ
吋

N
N

∞・の・)

の
僚
に
あ
ら
わ

泌
名
の
み
を
況
載
す
る
も
の

ふγ

くっ

と

①
問
問
風
に
於
い
て
は
、
間
十
五
続
が

ヶ
所
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

多
兎
間
以
八
一
一
ヶ
所
〉
(
以
上
、
府
南
〉
鵠
災
・
釆

一
ヶ
所
〉
・
革
識
・
采
泌
・
甘
栄
〈
一
…
一
ヶ
所
〉
・
行
以
八
一
一
ヶ
所

V
・

挟
む
栴
・
野
右
死
府
側
(
以
上
、
召
南
)
柏
舟
・
級
衣
・
犯

有
背
業
・
谷
風
・
式
微
・
簡

A
7
泉
水
・
静
女
(
以
上
、
都
民
)
誠
之
奔
奔
〈
一
一
ヶ
所
〉
・
相
以
八
一
ニ
ヶ
所
〉
・
千
詫
・
載
馳
八
一
一
ヶ
所
〉

ハ
以
上
、
郎
問
問
〉
洪
襖
・
碩
人
・
以
・
木
瓜
(
以
上
、
街
風
)
絡
衣
・
賂
仲
子
・
情
人
-
f
…
…
談
八
二
ヶ
所
〉
・
有
女
向
車
・
藻
今
・
饗
裳
・
風

…
ヶ
所
〉
(
以
上
、
鄭
以
)
紳
総
・
揚
之
水
(
以
上
・
跨
夙
)
・
無
衣
(
以
上
、
秦
風
)
侯
人
ハ
以
上
、
警
問
問
)
七
月

i% -
狼
政
(
以
上
、
闘
風
)
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ω小
殺
に
於
い
て
は
、
一
一

七
十
八
ヶ
所
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鹿
鳴
八
二
ヶ
所
〉
・
問
牡
〈
ニ
ヶ
所
〉
・

一
一
ヶ
所
〉
・
諺
議
八
ニ
ヶ
所
〉
・
穫
鼠
一
・
形
弓
八
一
一
ヶ
所
〉
・

者々一冊十・

常
総
八
五
ヶ
所
〉
・
出
車
・
魚
一
服
・

月
八
一
一
一
ヶ
所
〉
・
吉
国
・
鴻
臆
・
一
利
父
・
節
南
山
〈
問
ヶ
所

V
・
正
月
八
四
ヶ
所
〉
・
十
月
之
交
八
一
ニ
ヶ
所
〉
・
雨
無
正
八
一
ニ
ヶ
所

V
・
小
麦

八
四
ヶ
所

V
e
小
宛
八
二
ヶ
所
〉
・
小
弁
・
巧
一
一
一
日
八
六
ヶ
所
〉
・
審
…
我
・
四
月
・
北
山
八
一
ニ
ヶ
所
〉
・
小
明
八
一
一
ヶ
所
〉
・
信
一
関
山
・
裳
ん
ベ
者

紫
・
桑
蕗
八
一
一
ヶ
所
〉
・
車
窓
・
背
総
・
采
薮
八
こ
か
所
〉
・
角
弓
八
一
ニ
ヶ
所
〉
・
都
人
土
・
黍
苦
八
二
ヶ
所

V
・
際
桑
・
翻
案
G

ω大
雅
に
於
い
て
は
、
一
一
十
鰐
が
六
十
七
ヶ
所
に
引
用
さ
れ
て
い
る
む
す
な
わ
ち
、
〈
十
一
一
ヶ
所
〉
・
大
男
八
一
ニ
ヶ
所
〉
・
綴
八
一
ニ
ヶ

所

V
・
間
平
麓
八
一
一
ヶ
所
〉
・
思
湾
・
自
誠
実
八
五
ヶ
所
〉
・
川
盛
衰
・
下
武
・

ヶ
所
〉
・
板
〈
ニ
ヶ
所
〉
・
蕩
八
一
一
ヶ
所
〉
・
抑
八
八
ヶ
野

V
・

々
・
者
翠
八
二
ヶ
所
〉
・
六

ァ
所
V
e
銭
柴
〈
五
ヶ
所

V
・
洞
酌
・
民
第
八
四

一
ヶ
所

V
・
系
一
死
八
五
ヶ
所

V
・
・
殺
勾
八
二
一
ヶ
所
〉
c

悼
し
間
以
に
於
い
て
は
、
十
四
篤
が

一
一
'
ザ
所
に
引
用
さ
、
れ
て
い
る
こ
す
な
わ
ち
、

移
民
文
八
一
ニ
ヶ
所
〉
・
我
持
八
四
ヶ
所

V
・
待
選



-
武
八
二
ヶ
所
〉
・
敬
之
〈
一
一
ヶ
所
〉
・
酌
・
程
・
資
(
以
上
、

慣

例

頚

)

烈
窓
・
長
設
は
〈
ニ
ヶ
所
〉
・
殻
武
〈
以
上
、

一滞

お
吋
1
J
O

W
小
山
ブ
¥以

上
は
総
べ
て
、
百
十
七
篇
が
二
一
ヶ
所
に
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
c

き
て
、
左
俸
に
於
い
て
は
、
右
に
掲
げ
た
如
く
の
多
数
の
詩
篇
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
引
患
の
方
法

i
す
な
わ
ち
蛍
時
の
一
一
時

閣
の
貴
族
や
官
僚
た
ち
は
、
或
い
は
他
額
の
君
主
や
使
節
を

j

も
て
な
す
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
於
い
て
、
詩
笛
腕
の
一
節
を
う
た
い
、
或
い
は
詩
篇
の

の
貴
族
や
官
僚
た
ち
が
、
詩
経
の
詩
篇

一
部
を
う
た
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
溺
や
自
己
の
主
張
の
論
擦
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
=

を
用
い
る
こ
と
に
依
っ
て
、
彼
等
の
卸
輿
的
な
外
交
辞
令
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
よ
、
彼
等
が
常
々
一
詩
経
の
詩
篇
を
熱
譲

し
、
精
通
し
て
い
た
こ
と
を

の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

ワ
出
設
し

そ
の
一
節
が
彼
等
の
政
治

的
態
度
表
現
の
用
具
に
供
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
本
旅
は
民
歌
・
民
謡
を
主
と
す
る
題
懇

、
殺
や
頚
、
を
議
じ
て
同
一

は
類
似

る
鱗
章

( 50 ) 

興
え
ら
れ
、
そ
の
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
ば
が
通
じ
得
る
凡
て
の
場
合
に
、
そ

ワ
匂
な
つ
が
遁
躍
で
き
る
、

に
適
す
る
要
閣
が
、
F

段

に
内
在
し
て
レ
た
も
の

わ
れ
る
の
で
あ
る
G

一
方
、
同
じ
く
在
俸
に
は
、

の
後
に
、

に
保
存
す
る
歌
曲
を
開
い
て
、
そ
の

に
批
評
を
加
え

見
え
る
が
、
そ
の

ぴ〉

グ〉

よ

の
た
め
の
喪

せ
る
つ

(3) 

ocrMJr、
-
明
曹
、

約
M
J伝
4
ワ

γい
ト
」
P

の
時
期

-
戦
閣
の
時
期
、

0) 

っ
て
、

¥-

0) 

わ
用
に
供

と
い

'" ノ、

る
こ
と
に
な
る
り

孔サヤ
J

〈

g
M
l巧
む
戸
戸
〉
の

た
時
期
は
、

の

0) 

に
よ

つ

て
い

て、

い
だ
い
て

か
ら
こ

'"̂' 



、、

り
、
彼
等
を
通
し
て
、
孔
子
の
却
額
と
す
る
儲
敢
に
よ
る
‘
新
た
な
よ
り
強
間
な
封
建
設
制
を
確
立
せ
ん
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
c

史
記
の
孔
子
世
家
に
は
、

孔
子
以
“
一
詩

-
搬

数

二
入
、

と
り
此
の

-
般
・
柴
こ
そ
は
、
知
識
階
級
に
於
い
て
は
必
須
の
後
件
で
あ
っ
、

':ノペ
J
T

i

〈

p
i句

J
A
仁
、

」
と
は
、

H

こ
と
ば
μ

で
あ
り
H

は

な
し
υ

で
あ
り
、

H
千
円
川
悦

N
P
L
μ
J
r
ア

D
G

三円
H
A引
r
μ
M
M
U
H
ペ

此
の

J
一一川術
υ

と
詩
絞
と
が
大
き
な
関
瀞
を
有
す
る
こ
と
は
、
段
に
前
項
∞
に
於
い
て
、

た
と
こ
ろ
で
あ
る
む
す
な
わ
ち
、
春
私
時

代
の
列
関
の
焚
族
や
官
僚
た
ち
が
、
燕
饗
や
外
交
々
沙
の

す
る
こ
と
は
、

に
於
い
て
、

つ
博
統
で
あ
り
、
孔
子
も
ま
た
此
の
侍
統
に
従
つ

の
二
郎
を
用
い
て
、
内
凶
己
乃
至
は
自
閣
の
政
治
的
態
度
を
表
明

、
門
弟
子
に
詩
を
教
え
、

す
な
わ
ち
孔
子
は
、
詩

経
を
以
て
惨
僻
療
の
数
本
と
な
し
た
の
で
あ
る
。

l
t

士、、

i
し
こ

347rJ
〉
ト
十
マ
代
は

じ
1

手
一
づ
は
じ
長
び
言
語

て
見
て
行
く
こ
と
に

る

( 51 ) 

。
子
日
、

立
二
於
総
ペ
成
二
於
楽
寸
(
泰
柏
第
八
〉

。
子
日
、

ペ
授
ν
之
以
ド
政
不
v
達、

台、入、、日二
3
、

K
2
工
h
M
n
v

コノ一

}
競
γ
多
亦
奨
以
篤
。
(
子
路
第
十
一
ニ
〉

。
子
・
・
・
・
・
・
替
猫
ま
。

総
越
市
治
ド
庭
。
問
、
事
v
詩
乎
。
針
日
、

未
也
。
不
v
関
学

v
詩、

↓
ハ
季
氏
第
十
六
〉

。
子
日
、

小
子
何
英
v
魅
了
夫
持
4

詩
可
ニ
以

マJ
T
人
符
弘

一
ド
ニ
ト
L
R
A
W
悠

可

4-以群
九

可
F

一
以
恕
(

遠
之
事
v
君、

多
額
品
一
於
鳥
獣
草
木
之
名
↓

hw 

て
し
て
す
℃
、

s、ー

ぶ
こ

ザ「

」

吋
心
。

と
こ
ろ
で
、
孔
子
の

、
ゃ
3
hリ

で
あ
っ
た
と
怠
わ
れ
る
c

そ
れ
は
、

次
に
一
不

川
刊
を
以
て
し
て
、

L
J

め一ス
v
c

そ
の
一
つ
は
、

攻
守〉

で
命
的
り
る
。



。
子
賞
日
、
安
部
無
y

謡
、
富
部
無
v
顔
、
何
如
っ
子
日
、
一
可
也
。
ー
禾
γ

若
ニ
{
賀
市
楽
、
富
布
好
γ

護
者
一
也
。
7

了
貢
田
、
詩
一
声
、
「
'
一
郎
γ

切
如
γ

夜、

如
v
琢
如
v
腕
府
可
文
ハ
期
之
務
理

J

子
回
、
閥
均
也
、
始
可
二
期
穴

4

一
一
口
仁
詩
己
失
乙
告
ニ
諸
役
一
一
郎
知
v
来
者
n

v

(

率
一
冊
第
一
〉

か
引
用
し
た
の
は
、
衛
問
問
・
洪
演
の
第
で
あ
る
つ

こ
こ
に

で
L

あ
る
ら

地
の
一
つ
は
、
次
の「

巧
笑
傍
今
、
奨
目
扮
今
、
索
以
瓜
m

y

絢
今
、
何
誇
也
。
子
呂
、
絵
一
事
後
v
索
。
回
、
穫
後
乎
。
7

了
白
、
起
y

予
者
一
商
也
。
始

。
子
一
表
向
田
、

hi、

の

こ
こ
に
子
一
変
が
引
用
し
た
の
は
、
現
存
の
詩
経
に
は
見
え
な
い
、
謂
わ
ゆ
る
逸
詩
で
あ
る
。

一
例
を
以
て
し
て
も
、
各
々
に
引
用
し
た
詩
篇
の
一
節
と
、

の
擦
係
コ
薄
く
、
む
し
ろ
政
治
の
世
界
に
要
求
さ
れ
る
卸

の

に
従
っ
て
い
る
と
克
得
る
も
の
で

( 52 ) 

特
性
・
部
興
的
路
、
針
の
態
度
を
、
詩
経
宏
、
通
し
て
向
学
ん
だ
の
で
あ
り
、
こ
れ

に
、
孔
子
は
持
続
を
章
一
裂
な
十
日
胤
〈
と
し
て
重
税
し
て
い
る
こ
と
は
、

に
謝
す
る
態
度
は
、
多
分
に
笠
利
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

前
述
の
如
く
、
在
停
の
袈
公
一
一

が
銑
に

あ
る
の

乙
依
っ
て
も
明
ら
か
な
こ
も
乙
で
あ
る
が
、
そ
の
詩
経

い
得
る
で
あ
ろ
う
c

の
昆
裁
に
依
れ
ば
、
現
存
の

し
つ
つ
も
、
略
々
そ
れ
に
近
い
も
の

の

の

て
い
た
ら
し
く
、

も

少
く
と
も
孔
子
の
顎
に
は
、
現
存
の

こ
速
く

、，jν
百
ぷ
易
局
E

，

!..叩

し
カミ

た
こ
と
は
、

あ
る
う
，

v

し
か

r
L

、J

マ

/

汀

V

つ
も
訪
こ
だ
?

/む

e
Y
L
r

、5
1
1
4
1
v
s
j

、

いる近
fこ被い
j場 者型
貨のの
筋聯詩:
七 l' 想都i
0) vニカ1

依
Jっ
て

に
潟
し

ほ

ろ
笈
畑
出
へ
の
態
別
か
如
何
に
適
切
か

ヲi

で
ふ
め
り
、

乃
静
岡
出
力

{
i
;
:
 

せ
ら
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
っ

戦
問
時
代
初
期
の

万
法
も
、

く
和
秋
以
流
体
統
の
も
の

そ
の

ハ
ω芯
J
N∞
ゆ
閉
山

'
(
γ

〉
も
ま
た
、
多
く
の



荷
子
に
於
け
る
引
詩
ハ
問
問
風
五
稿
、
小
校
一

か
く
て
、
春
秋
・
戦
関
の
潮
時
代
を
通
じ
て
、
詩
粧
の 大

雅
二
十
七
稿
、
間
以
八
鰐
)
の
方
法
も
、
同
様
で
あ
る
が
、
考
察
は
省
略
に
従
う
ひ

概
ね
一
意
志
表
明
の
た
め
の
修
僻
的
用
兵
と
し
て
態
用
さ
れ
つ
つ
、
停
承
さ

れ
て
行
っ
た
。

(4) 

経
山
内
化
の
時
期

航
に

ωと
し
て
論
議
し
た
、
左
侍
所
裁
の

方
法
は
、
更
に

ωと
し

た
如
く
、
孔
子
及
び
孔
門
の
儒
家
に
縫
承

さ
れ
る
。
此
の
傾
向
は
孟
子

の
戦
問
時
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
春
私
に
於
い
て
耗
が

音
楽
を
伴
っ
て
前
わ
れ
奏
さ
れ
て
来
た
こ
と
は
、
呉
の
季
札
の
故
事
(
袈
公
二
十
九
年
の

大
雑
・
強
の
楽
の
差
異
は
勿
論
の
こ
と
、

に
依
っ
て
も
明
白
で
あ
り
、
鶴
間
的
・
小
雅
・

閥
抗
州
内
に
於
い
て
も
、

潟
南
以
下
の
各
閣
風
間
に
、

っ
た
楽
曲
が
存
し
て
賠
た
こ
と
が
知
ら
れ

、'"Q 。
孔
子
も
騒
々
音
楽
に
つ
い
て
諮
っ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、

( 53 ) 

。
子
臼
、
関
雄
、
楽
部
不
v
一
際
、
京
市
不
v
傷
。

O
子
問
、
師
禁
之
始
、
開
制
路
之
鋭
、
洋
三
ザ
一
銘
v
耳
哉
。
(
泰
佑
第
八
〉

こ
こ
に
は
、
関
府
内
・
周
南
開
頭
の
問
問
機
篇
の
み
に
就
い
て
諮
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
地
の

の
楽
曲
も
、
恐
ら
く
ま
だ
存
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
其
の
多
く
は
鋭
れ
て
い
た
ら
し
く
、

今
ふ
、

。
子
臼
、

と
述
べ

雅
頭
各
得
ニ
其
所
↓
ハ
子
翠
第
九
〉

孔
子
が
魯
闘
に
反
っ
た
の
は
、
京
公
十

(
ム
∞
品
出
・

(γ

〉、

り
時
と
考
議
さ
れ
て
い
る
。
遁
授
の
放
か
ら
故
閣
の

偽
慨
に
融
制
っ
た
孔
子
が
、

に
従
っ
た
こ
と
を
、
孔
子
自

っ
た
こ
と
と
解
せ
ら
れ
て
麗
う
、

此
れ
が
ま
た
誇

、打、

ρ
る
リ

ー
地
ノ

212

、

♂コ

」
い
る
の
で
、
あ

、
中
古
川

}
一
、
一

如
く
に
解
せ
な
い
で
あ
ろ
う
か
令

ち
、
孔
子
は
各
地
を
遜
授
中
、
各
地
各
方
の

々
の

で
'
ず
の
ろ
う
、
が
、
や
が
て
故
鐙
の
魯
に
録
り
、
島
箆
に
停



滋
さ
れ
た
楽
曲
を
開
く
に
つ
け
て
も
、
や
は
っ
そ
れ
は
正
統
的
な
も
の
で
あ
う
、
殺
や
頚
(
勿
話
、
蕗
問
問
も
〉
各
々
が
、
各
々
の
内
容
に
叶
つ

た
も
の
で

と
う
あ
る
レ
は
、
問
問
問
的
の
み
二
、

Gコ

の
ま
ま
で
よ
な
く
、
形
式
・
内
容
の

い
亙
っ
て
多
く
の
子
、
が
加

え
ら
れ
、
孔
子
の

に
見
聞
し
た
も
の
と
、
あ
ま
ワ

9

の

ぺ
ζ

の
み
ヰ
一
一
口
い
付

H
7
C
1
一
一
一
一
口
わ
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
っ
若
し
そ
う
で
あ
れ

孔
子
の
顎
ま
で
山
司
、
ま

、伊

‘一

初ず句、

/'-ーー、
r 、自民

て
詩
議

の
一
部
分
を
う
た
う
場
合
に
於
い
て
も
、
矢
張
ち
其
の
一
部
分
の
メ
ロ

イ

は
伴
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
c

し
か
し
、

の
場
合
に
於
い
て
は
、

や
柴
曲
に
顕
す

な
く
、
一
詩
篇
を
務
章
し
て
自
己
の
一
意
見
の
確
授
と
し
、
雄
詳
の
百
六
と

す
る
こ
と
に
急
で
あ
る
。

し
て

い
て
は
精
彩
を
欽
く
。
乃
至
は
抑
主
孟
7
7
の
時
代
に
は
、

楽
曲
は
殆
ん
ど
傍
承
さ
れ
て
居
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
っ

の
場
合
も
ま

で去のマハ
V
C

さ
て
、
春
秋
時
代
に

っ
た
儒
教
の
教
義
は
、
戦
闘
・
泰
代
を
経
て
、
漢
代
己
主
っ
て

に
、
儒
家
の
開
館
'
設
に
桝
到
す
る
研
究
、
が
必
要
と
成
ハ
ソ
、

マハ
wo

係
数
の

の
経
典
、

る
六
経
が
表
草
さ
れ
、
傘
意
せ
ら
れ
る
。
経

( 54 ) 

』生

の

、争点、

t
u
v
B
U
6
 

は
官
交
の
等
級
に
関
聯
す
る
こ
と
と
な
っ
、

に
於
い
て
も
例
外
で

い
こ

と
で
あ
る
の
や
問
時
、

の
擁
威
が
m
m
家
存
し
た
。

グコ
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の
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ち
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の
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と
な
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に
列
せ
ら
れ
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い
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が
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に
於
い
て

に
列
せ

て

の
粋
で
あ
っ
た
と
停
え
ら
れ
る
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を
決
せ
む
や
。
斯
く
て

一
つ
の
機
威
を
有
し
て
暴
徒
を
率
ゐ
た
り
き
。

遂
に
欝
簡
の
利
を
得
る
に

の
人
に
し
て

天
下
山
一
認
に
ま
た
論
議
を
持
ち
て
後
去
就

し
な
り
。

一
一
二
頁
〉

と
論
じ
て
賠
ら
れ
る
如
く
で
あ
る
り
そ
し
て
、

丁
陵
時
期
十
尚
一
じ
く
し
て
、
何
休
が

ぴラ

に
於
い
て
、
所
俸
の
釆
詩
の
問
題
に
関

し
て
、
甚
だ
総
数
的
見
解
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
就
い
て
は
、
先
に
考
察
し
た
如
く
で
あ
る
む

か
く
て
詩
艇
は
毛
詩
詰
訓
博
及
び
郷
玄
の
も
と
に
、
韓
敬
的
な
解
懇
・
附
舎
を
伴
い
つ
つ
、
停
承
・
保
存
さ
れ
る
誇
で
あ
る
が
、
下

っ
て
駿
代
に
奈
っ
て
、
孔
頴
逮
等
に
依
っ
て

の
一
つ
と
し
て
撰
せ

る
に
及
ん
で
、
此
の
傾
向
は
更
に
徹
恋
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

ユ
ミ
を
ご
た
控
巴
で
う
る
弘
、

4
1
4
1
φ

ーィノ
4
M
d

小中

:

p

o

-
保
存
の
経
過
に
閥
し

時
期
を
過
し
て
、

元
来
は
そ
の

れ
、
そ
の
後
、

ω及
び
ゅ
の
部
分
に
於
い
て
論
述
し
た
ご
と
く
、
春
秩
・
戦
闘
時
代
二
於
い
て
、
列
閣
の
諮
毘
や
孔
子
を
は
じ
め
と
す
る
諸
犠

し
て
い
た
風
・
政
・
頚

の
で
あ
る
が
、
先
に
概
括
的
に
分
類
し
た
四
つ
の

・
編
訂
等
の
段
階
を
経
て
形
態
的
に
湾
整
さ
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に
よ
っ
て
、
主
と
し

よ
る
引
詩
が
行
わ
れ
、
更
に

ωの
一
部
分

い
て
述
べ
た
如
く
、
漢
代
乃
至
は
そ
れ
以
後
は
、

る
よ
う
に
な
っ
て
行
く
謡
程
を
議
し
て
、
此
一
一
か
私
見
を
述
、
べ
た
の
で
あ
る
が
、

事
ら
儒
家
的
・
般
教
的
方
向
ょ
う
す
る
解
縛
や
耕
一
路
、
が

ヲ
て
の

に
於
い
て
、
古
来
多
く
の
論
議
が
録
さ
れ
て
い
る
、
史
記

を
起
源
と
す
る
詩
経
の
孔
子
椀
定
の
問
題
を
、
本
稿
で
は
全
く
言
及
し

な
か
っ
た
が
、
此
の
問
題
に
翻
し
て
は
、
別
に
機
禽
を
得
て
、
考
察
を
加
え
る
つ
も
う
で

(
罷
士
舘
大
皐
女
暴
都
議
関
)
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